
 

 

 

緑園地区社協３０周年を祝す 

 

泉区社会福祉協議会 会長 貝沼 貞夫 

緑園地区社会福祉協議会３０周年おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。そして、

これまで皆様が続けてこられた地域福祉の推進に向けた活動へのご尽力に心より敬意を表します。 

緑園地区社会福祉協議会は、団結力と行動力に優れ、様々な事業に取り組んでおります。「地域交流」

事業として福祉ふれあい祭りやふれあいチャリティフェスティバルなど、「子どもと高齢者」を対象

としたキッズフェスティバルや小学生見守り活動・居場所づくりなど、また「健康づくりと予防」事業

として高齢者食事会・健康体操など、「支えあいと助け合い」事業として障がい支援活動・施設訪問

など、地域の関連団体とともに多種多様な事業に取り組んでおり、関係者皆様の絶えまぬ努力により

着実な成果と実績を上げていることに敬意を表します。今後とも、各事業が一層の発展と進化を遂げる

ことを祈念いたします。 

泉区社会福祉協議会は、緑園地区をはじめ地域の皆様とともに「互いに支え助け合う！誰もが安心

して暮らせるまち泉」をめざして、区役所・区内地域ケアプラザと協働して皆様の取り組みを支援

してまいります。 

最後になりますが、この節目の輝かしい年が緑園地区社会福祉協議会にとって更なる飛躍の契機

となり、ますますのご発展と、会の活動がこれからも地域にしっかりと根差し、更に大きくなって

いくことを願うとともに、皆様のご活躍とご健勝を祈念申し上げまして、お祝いのご挨拶とさせて

いただきます。 
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第２期福祉保健計画の思い出 

 

緑園地区社会福祉協議会 前会長 後藤 登美雄 

緑園地区社協３０周年おめでとうございます。 

さて、社会福祉協議会ですが、当時は地域住民の馴染みが乏しく、組織的にもあまり理解されない

状態でした。折しも第２期福祉保健計画が推進され、活動内容を役員ともども検討し、イメージアップ

するためにペーパーとネットを有効活用して PR から始めました。“人・和のあるまち緑園”をスロー

ガンに「子どもから高齢者まで気軽に交流できるまち」「困っているとき、安心して相談できる人・

場所のあるまち」を目指して取り組みました。地区社協最大のイベントは先輩から引き継いだ「ふれ

あいまつり」で、交流の場として現在でも人気の中心となっています。一方“地域をみんなで知ろう”を

目的に、地域団体の紹介として“エンジョイライフメッセ”の開催や“地域ガイドブック”の作成を

行い、また“多世代居場所作り”の検討にも入りました。 

今思うに、これらは優秀な役員のサポートと行政・区社協の支援があったからこそ順調に進められた

ものであって、今もって感謝しております。 

活動の資金面は「賛助会費」と市・区の助成金が主体でしたが、活動が進むにつれ不足に悩まされた

時期もありました。「ふれあいフェスティバル」は、地震被災地への寄付金集めとして実施したもの

でしたが、自主財源の補助としての成果もありました。 

第２期の福祉保健計画は、地域の“人・和のあるまち”を強調した５年間でした。 
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緑園地区社協３０周年を迎えて 

 

緑園地区社会福祉協議会 会長 菅野 英夫 

このたび、緑園地区社会福祉協議会は、令和４年に発足３０周年の節目を迎えることとなりました。 

この街・緑園地区は、昭和６１年（１９８６年）４月に岡津・新橋・名瀬の各町の一部が分町し

戸塚区緑園（１～７丁目）が誕生、翌昭和６２年４月には自治会及び緑園都市コミュニティ―協会

（RCA）が発足し、まちづくりがスタートしました。当時、自治会の会員数は２１１世帯でしたが、

開発の進展に伴い平成３年４月には単位自治会が１丁目から７丁目に分割されるとともに緑園連合

自治会がスタート、同年９月には第１回緑園敬老祝賀会も開催されました。その後も発展が続き、

令和４年３月現在では、人口１３,５９６人の街となっています。 

緑園地区社協は、平成４年４月に中川地区社協から別れ設立されました。当初は連合自治会と一体と

なり各種活動を展開してきましたが、平成１２年に「福祉ふれあい祭り」、平成１７年には「ふれあい

フェスティバル」を開催し、地区社協の地域交流の場づくりが活発に行われ現在に至っています。 

その後、横浜市では平成１７年に第１期福祉保健計画が構築され福祉の充実が図られ、令和３年には

第４期福祉保健計画がスタートしました。街全体に急速な高齢化が進む中、第４期計画では「つな

がりの輪を広げ支えあい・助け合うまち緑園」をスローガンに、地域福祉活動の充実を図り、誰もが

健康で安全・安心して暮らせるまちをめざして活動してまいります。この度まとめた活動記録は、

今後の活動指針に反映するとともに、地区社協構成団体の皆様との情報共有や活動活性化を図る

ツールとして活用したいと思います。連合自治会や各種団体の皆様との「つながり」を強固にし、

協働で取り組んでいきますので、地域皆様のご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 
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